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5) 武田論文， 264ペー ジa
マルクス経済学と財政論 (83) 83 
























































マルクス経済芋と財政論 (85) 85 



















































































16) マルグス「剰余価値学説史」マノレ エン全集26・T.74へー ジ.
1η 武田論文.253へ一九 なお，教授カ1問題にされる， マルクスのこの言葉田君津については後
述する.























































18) マルクス「乗余価値学説史」マノレ エソ全集， 26. 1， 210-16へージ。
90 (90) 第 113巻第1号
れたその他の経済学的諸範時がプノレジ三ア的生産関係の理論的表現として，ど
こまでその基礎に対応し，どこまで矛盾しているか，を研究したということに















































































21)， 22) 武田論文， 266ぺ-;/0 
23) 武田論文， 266ベ-';0 

























る場合 」活〉の引用である。 そして，そり「ある与えられた国」は， 特定の
24) 武田論文， 267- ジー





























28)， 29) マルクコ人「批判J356-7ペ ジ。
マルクス経済学と財政論 (95) 95 
の篇別」と理解して一向に差支えないと思われる。こうしてマルクスは「フツレ
































と同時に，叙述を通じてなされる体系の批判だ0 ・ 叙述 その仕方のこと
だ一一ーは，全く学問的であり，したがって普通の意味での警察令違反的ではな
い。全体は 6部に分れ Cいる o 1.資本について。 (2，3の準備的な草士含む。〕



















33) マノレクメ「批判J304-5ベ :;:/0 





















































34)， 35) マルクス「批判J347へー シ.
36) マルクス「同上」白8ベージ。



























38) 武田量注文:. 267ぺ 丸
100 (100) 第113巻第1号
行「資本論」が「資本制生産様式の内的構造のみを，いわばその観念的乎均に
おいて叙述したもの」であるかぎり， そ乙での一般的諸法則，原理は， なお
「具体的な生きたー全体」の抽象的一面的関係として実存するものであり，
「経済学批判」体系での上向一一諸規定の総括ーーは，宇野教授によって代表
される見解のように i吾々の頭脳における抽象的なる所謂純粋の資本主義空
会」の内的編成のみに止まるもりではない。内的編成とその関連は，論理的・
必然的に「プノレジョア社会の届家形態での総括，それ自身との関連で考察」さ
れ，内的編成の諸範暗にいっそう具体的規定性が措定されねばならない。この
ことは，商品生産や再生産の法則から，無媒介に国家の範隔を説明することで
はなしまた経済過程の総括者として国家を把握することを意味するものでも
ないコ 「国家Jの項目で考察されるのは，国家のブツレジョア社会における影響
そのもの， いし、かえれば， 国家の「経済的力能J・国家の経済運動法則である。
国家はいうまでもなく，土台たるブルジョア社会の経済的諸関係によって規定
され，プノレジョア社会によって敵対的諸階級への社会分裂の必然的結果として
生じた支配と従属の一定の関係の形態である。したがって「国家j の項目では，
プノレジ .7社会の実践主体たる常備軍，警察，官僚機構などの「不生産的諸階
級J.それらを維持するために必要な租税， 国債， 国家信用などが考察され，
これらが生産関係，交易関係との関連において分析されようとするのである。
